
庄内農家の友

表紙写真コンクール入選  実りの庄内平野　高木　敏宏さん（鶴岡市新形町）

JA全農山形

Contents
稲　作　Ｐ2－3　「土づくり」「根づくり」

経　営　Ｐ4－7　dayworkの活用推進

Vol.978 / R5.9.1

庄内農家の友 8－ JA全農だより － 8

発
行
所
／
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
（
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
）

　
　
　
〒
990-0042

山
形
県
山
形
市
七
日
町
三
丁
目
１
番
16号

TEL023-634-8133
発
行
人
／
長
谷
川
 直
秀
　
　
 　
　
印
刷
所
／
庄
内
農
村
工
業
農
業
協
同
組
合
連
合
会

U
R

L https://w
w

w
.zennoh-yam

agata.or.jp/
E-m

ail:sysm
ail@

yt.zennoh.or.jp

20233

9
September

●開催日
●会　場

●主　催
●内　容
（予定）

●その他

令和５年９月30日㈯～10月１日㈰
酒田駅前交流拠点施設ミライニ１階光の湊ロビー
（酒田市幸町１丁目10 -1）
庄内花き生産組織連絡協議会
令和５年９月30日㈯
11：00～16：30　　一般公開、人気投票 
※人気投票ご協力の方へ抽選で花ギフトプレゼントします。
令和５年10月１日㈰
10：00～17：00　　花の販売会
※売り切れ次第終了となります。
入場料無料
※花のご購入は現金のみとなります。
※お越しの際は隣接の立体駐車場をご利用ください。（2時間無料）
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稲
作
も
収
穫
時
期
を
迎
え
ホ

ッ
と
一
安
心
す
る
頃
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
秋
に
土
づ
く
り
を

行
う
こ
と
が
翌
年
の
イ
ネ
の
出

来
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

稲
作
の
課
題
解
決
の
カ
ギ

は「
土
づ
く
り
」に
あ
り

　

稲
作
に
お
け
る
克
服
す
べ
き

課
題
と
し
て
初
期
生
育
確
保
と

後
期
凋
落
抑
制
が
あ
り
、
ど
ち

ら
も
土
壌
還
元
の
進
行
、
ケ
イ

酸
不
足
な
ど
土
づ
く
り
に
由
来

す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

ケ
イ
酸
の
効
果
は
、
葉
身
直
立
、

受
光
態
勢
良
化
、
下
位
葉
の
老

化
防
止
な
ど
に
よ
り
光
合
成
速

度
が
向
上
し
、
デ
ン
プ
ン
蓄
積

が
増
加
し
、
収
量
・
品
質
安
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。
稲
体
温
度

の
上
昇
を
防
ぐ
働
き
も
あ
り
高

温
障
害
を
抑
制
し
ま
す
。
ま
た

根
の
酸
化
力
を
向
上
さ
せ
硫
化

水
素
な
ど
の
有
害
物
質
か
ら
根

を
守
り
ま
す
。

　

土
づ
く
り
の
方
策
と
し
て
、

土
壌
の
不
良
性
改
善
で
は
排
水

性
を
改
善
し
根
域
を
広
げ
る
た

め
に
サ
ブ
ソ
イ
ラ（
心
土
破
砕
）

や
ス
タ
ブ
ル
カ
ル
チ
を
行
い
ま

す
。
総
合
的
な
土
壌
養
分
供
給

能
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
有

機
物
施
用
、
ケ
イ
酸
資
材
の
施

用
、
稲
わ
ら
腐
熟
処
理
な
ど
が

あ
り
、
圃
場
の
状
態
な
ど
に
応

じ
て
そ
れ
ら
の
方
法
を
組
み
合

わ
せ
て
実
行
し
ま
す
。

課
題
抽
出
の
た
め
に

　
　
～
医
業
と
の
比
較
～

　

ど
の
方
法
で
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
的
確
な
選
択
を
す

る
た
め
に
、
ま
ず
自
分
の
稲
作

の
課
題
抽
出
を
す
る
こ
と
で
す
。

医
業
と
比
較
し
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
病
院
で
診
察
を
受
け

た
場
合
、
身
体
の
ど
こ
が
不
調

な
の
か
、
悪
く
な
っ
た
経
過
な

ど
を
聞
き
取
り
、
体
温
、
血
圧
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
C
T
な
ど
必
要

な
検
査
を
し
ま
す
。
こ
こ
で
病

気
の
診
断
の
精
度
が
高
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
治
療
方
針
は
自
ず
と

決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

稲
作
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

イ
ネ
の
生
育
が
不
良
の
場
合
、

ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
か
の
課

題
抽
出
を
精
度
高
く
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
雑
草
、
害
虫
、
病

害
な
ど
、
現
物
が
あ
る
も
の
は

原
因
が
わ
か
り
ま
す
が
、
収

量
・
品
質
の
低
下
、
圃
場
の
バ

ラ
ツ
キ
な
ど
は
、
そ
の
要
因
が

明
確
で
な
く
、
生
育
の
良
し
悪

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
よ
う

な
管
理
に
な
り
が
ち
で
す
。
医

業
と
対
応
さ
せ
て
考
え
る
と
、

問
診
と
し
て
品
種
、
肥
培
管
理

の
状
況
、
土
づ
く
り
の
状
況
、

収
量
、
品
質
な
ど
を
農
家
か
ら

聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。
次
に

土
壌
p
H
、
C
E
C
な
ど
の
土

壌
分
析
、
還
元
調
査
、
セ
ン
シ

ン
グ
な
ど
を
行
い
、
不
良
個
所

や
不
良
の
原
因
を
推
定
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
対
策
を
行
え
ば
肥

も
そ
れ
ぞ
れ
に
状
態
が
異
な
り
、

年
々
変
化
し
ま
す
が
、
毎
年
記

録
を
し
て
圃
場
毎
の
管
理
を
す

れ
ば
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

堆
肥
を
施
用
し
た
、
稲
わ
ら
腐

熟
資
材
を
散
布
し
た
、
ス
ラ
グ

（
ケ
イ
酸
質
資
材
）を
施
用
し
た

な
ど
、
ど
の
圃
場
に
対
策
を
し

た
の
か
記
録
が
あ
れ
ば
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
良
く
な
っ
た
の

か
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、

さ
ら
な
る
改
善
に
向
か
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
何
よ
り
も
病
気

の
場
合
は
自
分
の
た
め
、
家
族

の
た
め
に
治
療
し
よ
う
と
い
う

気
持
ち
が
強
い
も
の
で
す
。
稲

作
に
お
い
て
も
自
分
の
イ
ネ
、

自
分
の
水
田
の
た
め
に
と
い
う

意
識
で
臨
み
た
い
も
の
で
す
。

様
々
な
情
報
や
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
効
率
的
に
土
づ
く
り
を
行

う
こ
と
で
労
力
も
コ
ス
ト
も
少

な
く
、
し
か
も
効
果
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
肥
料
・
資
材
や
燃

料
の
高
騰
が
続
く
中
で
収
益
を

上
げ
る
に
は
、
少
し
コ
ス
ト
を

か
け
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
多
収

を
目
指
す
こ
と
で
す
。

「
根
づ
く
り
」の
重
要
性

　

土
づ
く
り
で
良
い
土
壌
を
作

る
こ
と
は
根
の
生
育
環
境
の
良

料
、
資
材
、
労
力
の
軽
減
に
な

る
と
と
も
に
大
き
い
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
医
者
は
患
者
一
人
一

人
の
カ
ル
テ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
カ
ル
テ
に
は
診
療
内
容
、

検
査
結
果
、
病
気
の
経
過
な
ど

が
記
録
さ
れ
、
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
A
さ
ん
と
B
さ
ん
が
同

じ
病
名
だ
と
し
て
も
、
症
状
は

人
に
よ
っ
て
異
な
り
、
適
合
す

る
薬
も
違
っ
て
き
ま
す
。
圃
場

「土づくり」「根づくり」

化
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、
さ
ら

に
積
極
的
な
根
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
気
象
災
害
対
応
が
で
き

登
熟
が
向
上
し
ま
す
。
水
分
、

養
分
を
吸
収
す
る
根
づ
く
り
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
、
い

く
ら
良
い
土
が
あ
り
養
分
が
あ

っ
て
も
吸
収
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
供
給
側
だ
け
で
な

く
吸
収
側
の
視
点
か
ら
根
づ
く

り
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

育
苗
期
：
健
苗
の
決
め
手
は

根
の
充
実
で
す
。
根
の
活
力
を

高
め
る
管
理
と
し
て
、
潅
水
は

過
湿
に
よ
る
酸
欠
と
地
温
低
下

を
防
ぐ
た
め
に
潅
水
量
や
潅
水

の
時
間
に
留
意
し
適
切
に
行
う

こ
と
、
徒
長
苗
に
な
ら
な
い
よ

う
に
換
気
や
光
を
十
分
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

活
着
期
：
移
植
時
に
断
根
さ

れ
た
苗
か
ら
新
し
い
根
が
出
て

く
る
こ
と
が
活
着
で
、
圃
場
に

お
け
る
イ
ネ
の
生
育
の
ス
タ
ー

ト
に
な
り
ま
す
。
健
苗
で
あ
れ

ば
移
植
か
ら
活
着
ま
で
の
期
間

は
短
く
て
済
み
ま
す
。
活
着
が

不
良
だ
と
初
期
生
育
が
抑
制
さ

れ
、
そ
の
後
の
生
育
も
遅
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
干
し
期
：
イ
ネ
に
は「
直

下
根
」（
タ
テ
張
り
の
根
）と
、

「
う
わ
根
」（
ヨ
コ
張
り
の
根
）が

あ
り
ま
す
。
中
干
し
期
は
直
下

根
を
充
実
さ
せ
る
時
期
で
す
。

落
水
し
て
圃
場
を
乾
か
す
こ
と

で
根
が
地
中
の
水
を
求
め
て
深

く
伸
び
て
い
き
ま
す
。
こ
の
直

下
根
が
伸
び
て
い
る
と
地
下
の

深
い
所
つ
ま
り
地
温
の
低
い
と

こ
ろ
の
水
を
吸
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
高
温
気
象
の
時
で

も
元
気
な
イ
ネ
に
な
り
ま
す
。

直
下
根
は
葉
齢
９
葉
期
に
出
る

６
節
位
根
と
10
葉
期
に
出
る
７

節
位
根
で
、
中
干
し
の
ス
タ
ー

ト
が
８
・
５
葉
期
で
終
了
が

９
・
５
～
10
葉
期
で
あ
る
の
と

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

間
断
潅
水
期
：
こ
の
頃
に
う

わ
根
と
呼
ば
れ
る
地
表
近
く
に

横
に
伸
び
る
根
が
発
達
し
ま
す
。

う
わ
根
は
11
葉
期
に
出
る
８
節

位
根
と
12
葉
期
に
出
る
９
節
位

根
で
、
間
断
潅
水
に
よ
り
地
表

に
あ
る
水
分
を
効
率
よ
く
吸
収

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
適
期

に
中
干
し
を
行
い
間
断
潅
水
に

移
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
直

下
根
、
う
わ
根
と
も
登
熟
期
間

の
大
事
な
根
と
な
り
ま
す
。

水
田
は
日
本
農
業
の
生
命
線

　

土
づ
く
り
で
品
質
の
よ
い
お

図１.医業に学ぶ課題抽出

業

（主 、 、 な ）

、 、 図な

ント ン、 、 な
⇒ の の る化

、 、 、 管理 な

カルテは 人管理⇒ の人の がわ り、
の になる

・ の との
・ 質 向がわ る
・変化がわ る

課題抽出

・対応

農 業

（品 、土壌、生 、収 な ）

土壌分 、土壌 、 、生 な

ーン ンシング、スケ な
⇒ の る化

題に応 た対 （肥培管理、作業な ）

水田の管理を 管理 ら水田 管理へ
・水田 の 向がわ り 対応がで る
・ な に な の対応がで 、コスト低減
になる（ム をなく ）
・ がシステム化さ る

水田 のカルテを作ると
・ 水田を 図し る
・変化に応 た な対応を る
・費用対効 を 識 る

動変 ⇒ 動変
業 分の のた 、 の のた ⇒行動変容

農業 分のイ のた に、 分の水田のた に（農 ⇒ 者、稲・水田⇒ 者
業 カルテ方式（ 人対応）⇒ 農業 管理 へ
業 の精度の高い （ ）⇒ の の決

農業 課題抽出の精度が低い⇒的確な対 の実施 、コスト 無 ⇒課題抽出のシステム化・人 養

課題抽出 ⇒課題決 システム（ ク リー方式）
管理 ⇒ と 管理 図した管理（確認行動に ながる）

フ ー ク方式⇒高 化（コスト低減）

気象変動条件下（高温）⇒高品質・高収量確保の必須条件
⇒①ケイ酸＋②還元リスク軽減＋③窒素＋④登熟根（直下根＋うわ根）

登熟根

日本における食料安全保障の生命線

◎水田のフル活用
・水田は持続的生産システム（連作障害：無、土壌劣化：
無、多面的機能：有、潅漑水による養分供給）

⇒日本におけるSDGｓ
・主食用米だけでなく、米粉（パンへの利用）、
酒米、飼料用、転換畑で大豆・小麦栽培可能

水田の生産力確保 生産者の確保

◎人づくり⇒土づくり・米づくり
・人が主役のスマート農業
・スマート農業（情報利用）と連動した効率的
な生産システムの開発と普及

・変化に対応し行動変容を図る研修システム

行動変容による課題解決の道生産者 消費者

◎課題抽出の精度向上（カルテ方式）
コスト低減（情報利用による土づくり、肥培管理）

◎少しのコストで多収・高品質の実現
◎土づくり等の実施による生産力向上
製鋼スラグ（ケイ酸肥料）で地力向上

◎還元リスクの軽減
稲わら腐熟促進（アグリ革命等）

◎農業・食料の現実を理解
◎水田機能の再認識（日本の生命線）
◎米の消費拡大（米の消費が水田を守る）
◎米粉利用拡大
小麦粉の代替でなく米粉のおいしさ普及

米
を
生
産
す
る
こ
と
は
消
費
者

と
の
信
頼
関
係
を
増
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
世

界
の
食
料
事
情
が
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
す
中
で
コ
メ
の
需
要

が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
水
田
は
食
料
安
全
保
障
の

視
点
か
ら
み
て
も
日
本
農
業
の

生
命
線
で
す
。
水
田
フ
ル
活
用

に
よ
り
水
田
の
機
能
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、「
人
づ
く
り
」と

し
て
稲
作
の
担
い
手
を
充
実
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

図２.直下根とうわ根=登熟根

図３.食料安全保障の視点

株式会社ファーム・フロンティア
会　長

藤　井　弘　志
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稲
作
や
野
菜
作
の
経
営
体
に
お

い
て
も
需
要
が
あ
り
、
農
繁
期

の
短
期
集
中
的
な
労
働
力
の
確

保
は
、
今
後
の
本
県
農
業
を
持

続
し
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。

　

臨
時
的
な
農
業
労
働
力
の
確

保
の
方
法
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
J
A
無
料
職
業
紹
介
所
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ウ
ェ
ブ
求
人

サ
イ
ト
な
ど
の
ツ
ー
ル
が
あ
り

ま
し
た
が
、
数
時
間
～
１
日
単

位
の
、
よ
り
短
期
集
中
的
な
求

人
が
可
能
な
ツ
ー
ル
と
し
て
持

ち
上
が
っ
た
の
が
１
日
農
業
ア

ル
バ
イ
ト
ア
プ
リ「
デ
イ
ワ
ー

ク
」で
す
。

　

県
農
業
経
営
・
所
得
向
上
推

進
課
が
事
務
局
を
務
め
、
J
A

グ
ル
ー
プ
等
の
農
業
団
体
や
、

関
係
機
関
等
か
ら
構
成
さ
れ
る

「
山
形
県
農
業
労
働
力
確
保
対

策
実
施
協
議
会
」は
、「
や
ま
が

た
農
業
ぷ
ち
ワ
ー
ク
」と
し
て

令
和
３
年
度
に
こ
の
デ
イ
ワ
ー

ク
を
本
格
的
に
導
入
し
ま
し
た
。

農
業
者
等
の
求
人
す
る
側
へ
の

1
デ
イ
ワ
ー
ク
導
入
の
背
景

　

現
在
、
農
業
の
担
い
手
不
足

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県

農
業
の
実
態
は
具
体
的
に
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

農
林
水
産
省
が
農
林
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
５
年

に
１
度
実
施
し
て
い
る「
2
0
2

0
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」に
よ

れ
ば
、
本
県
の
令
和
２
年
の
農

業
経
営
体
数
は
過
去
５
年
間
で

16
％（
１
年
間
あ
た
り
約
1
0
0

0
経
営
体
）減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
１
経
営
体
あ
た
り
の

平
均
耕
地
面
積
は
前
回
よ
り
17

％
拡
大
し
て
お
り
、
経
営
規
模

拡
大
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
１
経
営
体
あ
た
り
の
延
べ

雇
用
者
数
は
、
常
時
雇
い
が
16

％
、
臨
時
雇
い
が
43
％
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
経
営
体

に
お
け
る
農
業
労
働
力
の
需
要

は
、
特
に
臨
時
雇
い
を
中
心
に

着
実
に
増
加
し
て
い
る
と
言
え

ま
す
。
臨
時
雇
い
の
延
べ
雇
用

者
数
を
営
農
部
門
別
に
見
る
と
、

果
樹
作
の
経
営
体
を
筆
頭
に
水

dayworkの活用推進

ま
す
。
年
代
別
で
は
30
歳
未
満

が
最
も
多
く
、
40
歳
未
満
で
は

全
体
の
54
％
を
占
め
、
若
い
働

き
手
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
男
女
比
は
ほ
ぼ
半
々
で

す
。

　

令
和
４
年
度
の
総
求
人
数
に

対
す
る
総
応
募
数
は
1
3
9
％

で
あ
り
、
一
部
の
期
間
・
地
域

を
除
い
て
仕
事
が
不
足
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

3
デ
イ
ワ
ー
ク
の
広
が
り

と
と
も
に
明
ら
か
に
な
っ

た
３
つ
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
利
用
推
進
を
進
め

て
き
た
中
で
、
大
き
く
３
つ
の

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
課
題
は
、
求
人
す

る
農
業
者
の
利
用
が
芳
し
く
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
令
和
３
年

度
末
の
県
内
農
業
者
の
ア
プ
リ

登
録
数
は
1
9
3
戸
で
し
た
が
、

実
際
に
求
人
を
行
っ
た
農
業
者

は
65
戸（
登
録
者
全
体
の
34
％
）

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

ア
プ
リ
に
登
録
だ
け
は
し
た
も

の
の
操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い

と
い
っ
た
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
働
き
手

側
か
ら
、「
ア
プ
リ
に
登
録
し
て

仕
事
を
探
し
た
が
、
求
人
が
少

し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
慢
性

的
な
求
人
数
不
足
の
状
況
は
変

わ
ら
ず
、
農
業
者
へ
の
普
及
活

動
は
今
後
も
必
要
で
あ
り
、
最

も
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
部
分

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
の
課
題
は
、
デ
イ
ワ

ー
ク
求
人
数
の
地
域
的
な
偏
り

で
す
。
特
に
村
山
地
域
に
お
け

る
農
業
者
の
利
用
割
合
が
高
い

一
方
で
、
最
上
地
域
の
令
和
３

年
度
の
求
人
数
は
０
件
で
し
た
。

こ
れ
は
村
山
地
域
に
果
樹
生
産

者
が
多
い
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地
域

内
に
ア
プ
リ
登
録
を
し
て
い
る

働
き
手
は
い
る
の
に
そ
の
地
域

に
求
人
が
な
い
の
は
、
農
業
者

の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
地
域
の

潜
在
的
な
農
業
の
労
働
力
を
活

か
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意

味
し
て
お
り
、
地
域
差
は
あ
れ

ど
も
県
内
全
地
域
で
の
普
及
が

必
要
で
す
。
な
お
、
庄
内
地
域

に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
の

求
人
数
の
割
合
は
全
県
の
12
％

で
、
水
稲
や
野
菜
の
求
人
で
は

全
県
の
半
数
程
度
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

３
つ
目
の
課
題
は
、
村
山
地

域
に
お
い
て
、
６
月
の
求
人
が

短
期
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る

働
き
手
不
足
で
す
。
主
に
さ
く

ア
プ
リ
紹
介
と
、
子
育
て
マ
マ

や
学
生
、
会
社
員
等
の
働
く
側

へ
の
周
知
を
双
方
で
進
め
、
初

年
度（
令
和
３
年
度
）の
仕
事
の

成
立
は
延
べ
3
1
8
1
人
、
成

立
率
は
89
％
と
上
々
の
滑
り
出

し
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
年
度（
令
和
４
年

度
）は
仕
事
の
成
立
が
延
べ

6
6
8
5
人
と
、
そ
の
数
字
は

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

2
デ
イ
ワ
ー
ク
利
活
用
の

状
況
に
つ
い
て

　

県
内
の
農
業
者
の
登
録
者
数

は
、
地
域
別
に
み
る
と
村
山
が

61
％
、
庄
内
が
23
％
、
置
賜
が

14
％
、
最
上
が
２
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
求
人
の
内
訳
を
み
る

と
、
作
物
別
で
は
果
樹
関
係
が

70
％
と
最
も
多
く
、
野
菜
、
花

き
と
続
い
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
年
度
は
稲
作
の
求
人
が
伸
び

て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
内
容

別
で
は
、
収
穫
作
業
が
34
％
と

全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
、
次

い
で
出
荷
調
整
が
多
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

働
き
手
の
属
性
で
す
が
、
会

社
員
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

学
生
の
順
に
多
く
、
会
社
員
は

全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
て
い

デ
イ
ワ
ー
ク
を
多
く
利
用
し
て

い
る
農
業
者
の
利
用
し
て
み
て

の
声
、
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
す

る
上
で
注
意
す
べ
き
点
な
ど
を

掲
載
し
た「
デ
イ
ワ
ー
ク
利
活

用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し

ま
し
た
。
令
和
５
年
７
月
時
点

の
農
業
者
の
登
録
者
数
は

5
0
1
戸
、
実
際
に
求
人
を
行

っ
た
の
は
2
2
6
戸（
利
用
率

は
45
％
）と
、
少
し
ず
つ
改
善

県HPぷちワーク紹介 井　上　史　崇山形県農林水産部　農業経営・所得向上推進課

な
す
ぎ
る
」と
い
う
声
も
あ
り

ま
し
た
。
農
業
者
の
登
録
者
を

増
や
す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、

実
際
に
求
人
を
出
す
農
業
者
を

増
や
し
、
求
人
側
の
ア
プ
リ
利

用
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ま
で
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
４
年
度
は
農
業
者
向
け
に

ア
プ
リ
の
登
録
や
操
作
方
法
、

　
１
日
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
ア
プ
リ
「
デ
イ
ワ
ー
ク
」
は
、
農
繁
期
等
で
人
手
が
必
要
な
農
業
者
と
、
ス
キ
マ
時
間
を
利
用
し
て
農
作
業

で
働
き
た
い
方
を
つ
な
ぐ
利
用
料
無
料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
本
県
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
活
用
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
活
用
推
進
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ら
ん
ぼ
の
収
穫
等
作
業
の
多
数

の
求
人
に
よ
り
、
令
和
４
年
６

月
の
成
立
率
は
68
％
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
令
和
４
年

度
の
６
月
以
外
の
成
立
率
の
平

均
で
あ
る
83
％
を
大
き
く
下
回

る
数
値
で
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
６
月
に

向
け
て
積
極
的
な
チ
ラ
シ
配
布

や
S
N
S
等
へ
の
掲
載
に
よ
り
、

働
き
手
側
へ
の
周
知
を
手
厚
く

行
っ
た
結
果
、
成
立
率
は
84
％

と
大
幅
に
改
善
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
庄
内
地
域
を
は
じ
め
、

村
山
地
域
以
外
で
も
求
人
が
集

中
す
る
こ
と
で
、
働
き
手
が
一

時
的
に
不
足
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
農
業
者
へ
の

周
知
と
働
き
手
へ
の
周
知
を
両

輪
で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

4
農
業
者
、
働
き
手
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見

え
て
き
た
こ
と

　

県
内
で
デ
イ
ワ
ー
ク
を
導
入

し
て
２
年
目
に
あ
た
る
昨
年
12

月
、
農
業
者
と
働
き
手
双
方
に

向
け
て
利
用
状
況
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
主
な
質
問
と
回
答
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
農
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の

主
な
質
問
と
回
答
〉

　

ア
プ
リ
の
満
足
度
と
し
て
は

９
割
が「
満
足
」又
は「
や
や
満

足
」と
回
答
し
、
96
％
が
今
後

も
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
い

と
の
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

Q
． 

デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

良
か
っ
た
点
は
？

A
． 「
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
無

料
」、「
１
時
間
や
１
日
単
位

で
募
集
で
き
る
」、「
働
き
手

と
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
や
り

取
り
が
で
き
る
」、「
急
な
募

集
で
も
人
手
が
集
ま
る
」な

ど
Q
．
苦
労
し
た
点
は
？

A
． 「
給
料
支
払
い
の
準
備
」、

「
仕
事
の
指
導
」、「
働
き
手

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」、「
チ
ャ
ッ
ト
で
の
や
り

取
り
」な
ど

Q
． 

働
き
手
受
入
れ
の
際
の
工

夫
・
配
慮
点
は
？

A
． 「
仕
事
内
容
の
指
導
」、「
安

全
へ
の
配
慮
」、「
チ
ャ
ッ
ト

で
の
連
絡
な
ど
に
よ
る
作

業
当
日
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
」、

「
ト
イ
レ
と
い
っ
た
職
場
環

境
」な
ど

〈
働
き
手
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の

主
な
質
問
と
回
答
〉

　

空
い
た
時
間
を
有
効
活
用
し

た
い
と
い
う
働
き
手
の
ニ
ー
ズ

が
あ
り
、
ま
た
農
業
へ
の
興
味

や
農
家
を
応
援
し
た
い
と
い
う

働
き
手
も
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
不
満
が
あ
る
点
と
し

て
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
求
人

の
少
な
さ
で
し
た
。

Q
． 

農
業
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
よ

う
と
思
っ
た
理
由
は
？

A
． 「
空
い
た
時
間
の
有
効
活

用
」が
最
多
、
次
い
で「
収

入
確
保
」、「
農
業
へ
の
興

味
」、「
農
業
現
場
の
こ
と
を

知
り
た
い
」、「
農
家
を
応
援

し
た
い
」な
ど

Q
． 

農
業
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い

て
希
望
す
る
頻
度
は
？

A
． 「
週
１
～
２
回
」が
最
多
、

次
い
で「
月
１
～
３
回
」、

「
週
３
～
４
回
」、「
週
５
～

６
回
」な
ど

Q
． 

デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

良
か
っ
た
点
は
？

A
． 「
数
時
間
～
１
日
単
位
で
働

け
る
」、「
勤
務
地
・
勤
務
日

が
選
べ
る
」、「
書
類
審
査
や

面
接
が
な
く
手
軽
」、「
利
用

料
が
無
料
」な
ど

Q
．  デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

不
満
だ
っ
た
点
は
？

A
． 「
求
人
募
集
が
少
な
い
」が

最
多
。
次
い
で「
時
給
が
安

い
」、「
農
家
か
ら
の
連
絡
が

遅
い
」な
ど

5
今
後
の
活
用
促
進
に
向

け
て

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
生
産
年

齢
人
口（
15
～
64
歳
）が
減
少
し

て
い
る
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、

農
業
に
限
ら
ず
、
ど
の
産
業
分

野
に
お
い
て
も
深
刻
な
労
働
力

不
足
に
陥
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
働
き
方
改
革
に
よ

り
会
社
員
の
副
業
等
に
よ
る
多

様
な
働
き
方
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
本
業
も
忙
し
く
、
副
業
に

費
や
せ
る
時
間
が
限
ら
れ
る
中

で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
あ

る
よ
う
に
、
例
え
ば
週
１
～
２

回
な
ど
、
毎
日
で
は
な
い
少
な

い
頻
度
の
求
人
の
ニ
ー
ズ
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

数
時
間
～
１
日
単
位
で
農
業
ア

ル
バ
イ
ト
に
応
募
で
き
る
デ
イ

ワ
ー
ク
は
、
こ
れ
ら
働
き
手
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
最
適
な
ツ

ー
ル
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
初
心
者
で
あ
っ
て

も
取
り
組
み
や
す
く
、
か
つ
、

42人
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サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
無
料

１
時
間
や
１
日
単
位
で

募
集
で
き
る

チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
働
き
手
と

や
り
と
り
が
で
き
る

急
な
募
集
で
も

人
手
が
集
ま
る

仕
事
内
容
を
自
由
に

設
定
で
き
る

ア
プ
リ
の
操
作
が
簡
単

書
類
審
査
や
面
接
が

な
く
、
手
軽

最
新
の
求
人
情
報
を

発
信
で
き
る

農業者向けアンケート結果
dayworkを活用してよかった点は？（複数回答）
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最
新
情
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が
確
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き
る

求
人
数
が
豊
富

そ
の
他

短
時
間
の
作
業
に
仕
事
を
切
り

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

農
業
分
野
の
強
み
で
あ
り
、
労

働
力
を
取
り
込
む
力
が
あ
る
分

野
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

求
人
を
行
う
農
業
者
側
と
し

て
も
、「
良
い
求
人
」を
行
わ
な

け
れ
ば
、
募
集
を
行
っ
て
も
人

は
来
ま
せ
ん
。「
良
い
求
人
」と

な
る
た
め
に
は
、
例
え
ば
農
場

の
雰
囲
気
が
分
か
り
、
仕
事
内

容
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
給
は

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
応
募
者
と

の
こ
ま
め
な
や
り
取
り
や
、
作

業
時
の
指
導
の
分
か
り
や
す
さ
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ト
イ
レ
や
休
憩
場
所
な
ど
の
労

働
環
境
の
整
備
な
ど
、
働
き
手

へ
の
気
配
り
も
必
要
で
す
。
事

前
に
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備

し
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
働
き

手
に
送
る
農
家
の
事
例
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
今
後
デ
イ

ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
農
業
者
の

掘
り
起
こ
し
に
最
も
注
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

J
A
と
行
政
機
関
が
一
丸
と
な

っ
て
、
チ
ラ
シ
や
S
N
S
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
周
知
を
行
っ
た

り
研
修
会
を
開
催
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
山

形
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
と

希
望
す
る
各
J
A
が
ア
プ
リ
操

作
説
明
会
を
開
催
し
、
説
明
会

の
中
で
実
際
に
デ
イ
ワ
ー
ク
ア

プ
リ
を
操
作
し
て
も
ら
う
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

プ
リ
の
操
作
で
分
か
ら
な
い
こ

と
は
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
用
い

て
、
ア
プ
リ
運
営
会
社
に
随
時

質
問
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い

ま
す
。
通
常
の
ウ
ェ
ブ
求
人
サ

イ
ト
等
は
利
用
料
が
か
か
っ
て

し
ま
う
も
の
が
多
い
で
す
が
、

デ
イ
ワ
ー
ク
は
ア
プ
リ
運
営
会

社
の
農
業
分
野
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
今
年

度
も
完
全
無
料
で
す
。
ま
ず
は
、

以
下
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
気
軽

に
ア
プ
リ
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
求
人
募
集
を
行
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
は
県
内
の
マ
ッ
チ
ン

グ
数
延
べ
1
0
0
0
0
人
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
ワ
ー
ク

に
よ
る
雇
用
創
出
が
、
皆
様
の

人
手
不
足
解
消
の
一
助
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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